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令和6年度 安井息軒記念館秋企画 ロビー展

令和６年

９．１(日) １１．３(日)

開館時間 午前9時～午後4時30分(入館は4時まで)

休 館 日 月曜日(祝日の場合は開館)
祝日の翌日(土日を除く)

お問合せ 宮崎市安井息軒記念館
〒880-1605宮崎市清武町加納甲3378-1
TEL0985-84-0234 FAX0985-84-2634
E-mail sokken.yasui@pic.bbiq.jp

主催 宮崎市安井息軒記念館 （指定管理者 NPO法人 安井息軒顕彰会）

入館
無料

三
計
塾
の
門
を
た
た
い
た
青
年
は
、
そ
こ
で
生
涯

の
師
と
出
会
い
ま
す
。
師
は
彼
の
人
間
性
と
才
能

を
愛
し
ま
す
。
卓
越
し
た
詩
才
を
持
ち
、
理
想
の

国
家
を
目
指
し
て
己
の
正
義
を
貫
き
通
し
た
彼
は
、

薩
長
専
横
の
政
治
に
異
を
唱
え
、
時
代
の
激
流
の

中
で
二
十
六
歳
の
若
き
命
を
散
ら
し
ま
す
。
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令和 6年度 安井息軒記念館秋企画  
 

ロ
ビ
ー
展 米沢藩士雲井龍雄は反逆罪で斬首され、その首は、小塚原の刑場にさらされまし

た。息軒に師事したのは約１年。この間、三計塾の門下生たちと交わる中で、彼は

時勢への関心を強くしていきます。奥羽越列藩同盟において檄文「討薩檄」を起草

し、新政府では、集議院寄宿生をわずか 1か月で辞めさせられ、痛烈に政府を批判

した漢詩を残して下野しました。開明的で柔軟な頭脳を持ちながら熱く時代を駆け

抜けていった彼の短い生涯を探ります。 

 

「討薩檄」（米沢市上杉博物館） 

 戊辰戦争時、奥羽越列藩同盟を結んでいた奥羽・北越 34藩に対

して、送られたもので、この戦いが義の戦いであることを迫力に

満ちた名文で宣言し、諸藩士の志気を鼓舞しています。何度も推

敲したようで、何枚も草稿が残っています。 

「雲井龍雄像」 

（米沢市上杉博物館） 

 
作者、制作年代は不明です。

古写真をもとに描かれている

ようです。きれいな目鼻立ち

の若者だったようです。伝馬

町で龍雄の斬首を命じられた

山田浅右衛門（8代目、当時 17

歳）は、「龍雄は至って小柄で、

刑場の露と消える刹那（せつな）

にも神色自若として控えてい

た有様は敬服のほかありませ

ん」と伝えています。 

「慶応四年、雲井龍雄より伊

東祐帰へ謹呈漢詩」（日南市） 

龍雄は、飫肥藩世子とも交

際があったようです。 

伊東祐帰が龍雄の寓居に訪

れた際に、この漢詩を作って

贈ったとあります。 

 

「将辞三計塾賦以呈息軒先生梧下」 

（米沢市上杉博物館） 

三計塾を去る際に、師息軒に対す

る万感の思いを込めた別れの漢詩

です。孔子と息軒を並べ、その境遇

と学問探究への姿勢、そこに集う優

秀な門弟たちなど、それらはまさに

同じであり、そんな息軒のもとを去

り難く、二度と会えないだろう自分

に対して、師の一言が欲しいと痛切

に願う龍雄の気持ちがほとばしる

漢詩です。 

「雲井龍雄宛甲村休五誓詞」 

（米沢市上杉博物館） 

慶応 4 年 3 月 31 日に、二人の間で交わ

された誓詞です。「列藩和解」「万民安堵」

などの言葉から彼らが目指していたもの

が窺えます。 
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